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クレオメのはなし 2021.06.01 
今年もクレオメを植えました。和名をセイヨウフウチョウソウといいます。漢字で書くと

「西洋風蝶草」。花の形が蝶が飛んでいる姿に似ていることから付けられました。熱帯ア

メリカ原産で明治初期に渡来した一年草です。一輪ごとの花の寿命は短いですが、毎日先

端に向かって咲き進むので、他の花が少ない夏の期間、長く楽しむことが出来ます。花の

色が、朝の蕾の頃はピンクですが、咲き進むつれ夕方には白っぽく変化します。その様子

をお酒によった蝶に見立てて「酔蝶花」という別名もあります。クレオメの苗を植えると

何処からともなくモンシロチョウが集まってくるのに気がつきましたか？ 実は葉っぱに

アブラナ科の植物に含まれるカラシ油の成分が含まれていて、アブラナ科を食草とするモ

ンシロチョウが産卵しにくるんだそうです。花が美しいことから世界の広い地域に観賞用

として広まっていますが、品種改良はあまり行われず、ほぼ原種に近い形で流通してま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


